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一定浸水深以上の地点の土地利用を規制

日本全土の洪水氾濫被害推定の高精度化
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近年，日本各地で洪水被害が多発しており，
気候変動の影響で豪雨の増加が見込まれる

推定洪水被害額

3m以上浸水
箇所規制

4400
億円/年

一定浸水深以上の地域
を土地利用規制した時
の被害額の変化を推定

10m以上浸
水箇所規制

580
億円/年

背景・目的

研究目的：日本全国での高解像度洪水氾濫解析による
気候変動影響評価と適応策の定量的検討
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高解像度洪水氾濫解析 西日本豪雨事例の浸水深比較

年期待洪水被害額の将来変化
(2050年時)

現在：1.39兆円/年

RCP2.6：
1.43兆円/年

RCP8.5
1.45兆円/年

全国で氾濫の危険度が高い地域はどこか
⇒ 危険性の発信・効率的な治水投資

適応策の議論には1km未満の解像度が必須

100年確率浸水深

西日本豪雨浸水深

100年確率豪雨(西日本豪雨)
とのモデル比較

適応策の検討


